
合唱で目指す

人つなぎ・地域つなぎ

長岡京市少年少女合唱団



私たちのこと

長岡京市少年少女合唱団の活動



長岡京市少年少女合唱団

•私たちは、長岡京市で活動している子どもの合唱団です。

3歳から大学生までの子どもたちと、社会人、お父さん、お
母さんも一緒に22人で週1回、中央公民館で練習しています。

•

長岡京市のイベントや出張ボランティア演奏、合唱祭などで
演奏しています。



歌うって
楽しい！！

コロナ以降
初めて
2025年5月に
高齢者施設に
ボランティア演奏に
行ってきました



「こども合唱教室」

夏休みと春休みに
こども合唱教室を
公民館で開いて
合唱の楽しさを
伝えています。



「光明寺音楽祭」
コロナ下でも毎年
出演してきました



コロナ下でも
歌いたかった

歌えなくて
悲しかった

コロナ前まで
交流していた
高齢者施設の皆さんへ



「一緒に歌いたいです」と
お手紙を書きました。
とても喜んでくださったそうです



福祉まつりにも毎年出演

様々な障がいのある人たちと
交流してきました。



神足ふれあい町家
クリスマスコンサートでは、
地域の皆さんが
聴きにきてくださいました。



子どもたちが
自分の能力に気が付いて
伸ばせる場所

家でも学校でもない安全な第三の場所

選択肢の一つが「合唱団」

子どもたちが得意を活かして、誰かのために活動した
いという思いを叶えてあげたい



歌うだけではなく人として育ちあう場所 合唱団



今年度の活動



2025年の活動

・2025年は創立50周年

・今までの活動から ステップアップしたい

・今までの卒団生にも呼び掛けて、コンサートを開きたい

・誰でも参加できる、楽しいコンサートを
子どもたちが自ら作る



今まで受動的だったステージを

自ら呼び掛けて「つながり」を作る

能動的なステージに変えていく

今年の目標



50周年を機に
いつも練習している
中央公民館の3階の市民ホールで
コンサートを開き、
次のステップに進みたい。

多くの皆さんに楽しんでもらえる
コンサートを9月に考えています。

少年少女合唱団だけでなく、様々な
合唱団にご出演いただく予定です。

客席も巻き込んで一緒に歌う

「一緒に歌おう！！コーナー」
作ります。

•



子どもたちに
一緒に歌う楽しさ
共に考える喜び
育ちあう充実感を経験してほしい

誰もが「歌が好き」だけで
つながれる場の一つが「合唱」

子どもたちが自分たちで作り出す
「つながり」

その第一歩目
「つながるコンサート」

子どもたちを支えるのが大人の仕事



＜今年度の予定＞
5月10日 高齢者施設で出張演奏
6月21日 光明寺音楽祭出演
7月6日 乙訓ミュージックフェア2025 チェリッシュクラブ応援
8月10日 夏休み「こども合唱教室」主催

9月 「つながるコンサート」開催予定

10月19日 文化まつり出演予定
11月3日 楽劇ガラシャコンサート共演
11月9日 ガラシャ祭り町衆行進参加
12月6日 障がい者児の人権を考える市民の広場出演予定
12月初旬 バンビオ広場イルミネーション点灯式出演予定
2月8日 合唱フェア出演予定
3月29日 春休み「子ども合唱教室」開催
時期未定 大山崎・向日市の子どもの音楽団体と交流
時期未定 向ヶ丘支援学校の生徒さんと交流



「つながるコンサート」必要経費

報償費 伴奏者3人

使用料及び賃借料 市民ホール、楽屋、ピアノ使用料など

委託料 チラシ・プログラムデザイン料、撮影料
ステージマネージメント料、

諸費 印刷費、チラシ・ポスター
はがき、紙、インク、文房具、通信費



「つながるコンサート」で何するの？



自分たちだけで楽しむだけじゃなくて、
合唱の楽しみを分かち合いたい。

大人の合唱好きな人たち、外国の人たち、高齢
の皆さん、障がいのある人たち、子どもたち。



ゲスト１ 高齢者合唱団「長岡京市民コーラス」
「童謡コーラス四つ葉会」

平均年齢８４歳の皆さんと共演



ゲスト２ 生きにくさを抱える若者たちの居場所
「チェリッシュクラブ」と交流



ゲスト３ゴスペルグループ 「マザーグレース」



ゲスト４大山崎こどもの音楽グループ

「 ぽこの会」



向ヶ丘支援学校の生徒さんたちとつながりたい

招待状を送ります。



私たちの夢



これからの活動

2025年 第1回「つながるコンサート」開催予定

2026年 第2回「つながるコンサート」開催予定
「ぽこの会」（大山崎）
「チェリッシュクラブ」と交流

2027年 「乙訓こども楽団」始動を呼びかけ



コロナ前に計画していた

「乙訓こども楽団」を始めたい！！



「乙訓子ども楽団」

乙訓の音楽好きな子どもたちが集まって

歌・楽器・ダンス・パフォーマンスなどで

年に1回、自由に参加できるコンサートを開く



共演を呼びかけ能動的に活動する

「ハブ合唱団」になる



今、目指すのは「歌」による

「人つなぎ・地域つなぎ」

高齢者・外国の人たち、他地域の子どもたち

障害のある人たち・障害のある子どもたち

地域の音楽が好きな人たち

「歌」でつなげる「居心地の良い関係」



「歌」を通して

たくさんの人と

つながることを

目指して

歌い続けます。



多くの歌好きの皆さんを

コンサートに招待して

まず、一歩目を
踏み出します！！

応援してください！！！



９月１５日
つながるコンサート



パンフレットは
お母さんや
子どもたちが
描いたイラストで
溢れていました。



モナミや長岡京音頭保存会が共演



EMIダンススタジオ マザーグレース



出演者
みんなで
集合写真



歌が好きな人でつながりたい

子どもたちの可能性を信じたい



次の目標は、「乙訓こども文化祭」

子どもたちがスタッフとして
自ら動いて創る
「こどもたちの文化祭」

大人がサポーター



京都新聞にも

大きく取り上げて

いただきました



合唱や歌で

人とつながりたい

地域をつなげたい



ご清聴
ありがとうございました。

長岡京市少年少女合唱団
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